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Ａ．研究目的 

 

2013年に国内で新たなマダニ由来人獣共通

感染症として報告された重症熱性血小板減少

症候群(SFTS)は、宮崎県における患者発生数

が最も高く報告されている。また近年は SFTS

ウイルス(SFTSV)がマダニだけでなくネコか

ら感染することも明らかになっており、宮崎

県におけるワンヘルス連携の充実及びその実

践が求められた。そこで本分担課題では、

SFTSをモデルに、流行地宮崎県におけるワン

ヘルス連携の拡充とワンヘルス研究の推進に

取り組んだ。 

 

Ｂ．研究方法 

 本分担課題では以下の項目に取り組んだ。 

1. 宮崎ワンヘルス連携の拡充 

 1-1. ヒト臨床検体/情報の共有化 

 1-2. ヒト臨床検体からの SFTSVの検出 

2. 宮崎ワンヘルス研究の推進 

 2-1. 伴侶動物における SFTS感染状況調査 

2-2. 伴侶動物臨床検体からの SFTSVの検

出 

2-3. 野生動物における SFTS感染状況調査 

2-4. マダニにおける SFTS侵淫状況 

 

（倫理面への配慮） 

研究要旨：2013 年に国内で新たなマダニ由来人獣共通感染症として報告された重症熱性血

小板減少症候群(SFTS)は、宮崎県における患者発生数が最も高く報告されている。また近年

は SFTS ウイルスがマダニだけでなくネコから感染することも明らかになっており、宮崎県

におけるワンヘルス連携の充実及びその実践が求められた。そこで本分担課題では、SFTSを

モデルに、流行地宮崎県におけるワンヘルス連携の拡充とワンヘルス研究の推進に取り組ん

だ。SFTS が人獣共通感染症であることから、ヒトと動物における臨床検体や発生情報の共

有化を目指した。また、伴侶動物（ネコ、イヌ）やマダニにおける SFTS 感染状況を調査し

た。その結果、2023 年度の宮崎ではネコにおける発生数が増加していること、またネコ発

生地域、ネコ、イヌにおける抗体保有地域では、ヒトにおける発生が起こっていることなど

が確認できた。本分担課題の取り組みにより、SFTS 流行地宮崎におけるヒト及び動物にお

けるモニタリング体制と情報共有体制が構築でき、東進する SFTS の情報発信に貢献するこ

とが期待できる。 
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「ダニ媒介感染症の臨床的特徴の症例集積研

究」（宮崎大学研究倫理審査委員会承認号：

O-0241） 

「新興・再興感染症の研究促進に資する病

原体レポジトリの形成と研究基盤整備」 

（宮崎大学研究倫理審査委員会承認番号：

O-0887） 

 

Ｃ．研究結果 

1. 宮崎ワンヘルス連携の拡充 

 1-1. ヒト臨床検体/情報の共有化のため

に、以下の連携体制を構築した。 

・宮崎大学医学部附属病院-宮崎大学産業動

物防疫リサーチセンター間における「新興再

興感染症の研究促進に資する病原体レポジト

リの形成と研究基盤整備 」（代表 医学部 

梅北邦彦先生） 

・宮崎県衛生環境研究所-宮崎大学産業動物

防疫リサーチセンター間における「宮崎県内

で発生する人獣共通感染症病原体の調査及び

その性状解析に関する共同研究」(代表 宮

崎県衛生環境研究所・吉野修司先生） 

1-2. ヒト臨床検体からの SFTSVの検出を行

い、ナノポアシステムを用いた全ゲノム配列

の解析を行った。 

 

2. 宮崎ワンヘルス研究の推進 

 2-1. 伴侶動物における SFTS感染状況調

査。 

2023年度の宮崎県内からの SFTS検査依頼

は、ネコ 91件、イヌ 23件であり、それぞれ

の陽性数は 25件(陽性率 27.5%）、2件（2%）

であった（表 1）。2022年度のネコ陽性数は 5

例であったのに対して、2023年度のネコ陽性

数は 5倍高くなった（図 1）。 

また、県内動物病院に来院した 338匹のネ

コ、573匹のイヌを対象に、SFTSV-NP抗原に

対する抗体調査を実施した。ネコでは 3匹

（0.9%）、イヌでは 54匹（9.4%）の抗体保有

が確認できた（図 2）。イヌにおいては、ダニ

忌避剤の使用が抗体保有には影響しなかった

（図 3）。 

2-2. 伴侶動物臨床検体からの SFTSVの検

出 

SFTSから回復したイヌの尿からウイルス分

離を試みた。しかしながら、PCR陽性は継続

されていたが、ウイルス分離は成功しなかっ

た。 

2-3. 野生動物における SFTS感染状況調査 

宮崎県天然馬「御崎馬」163 頭分 626検体

（2015-2022年に採取）を対象に、SFTSV-NP

抗原に対する抗体を測定した。抗体陽性率は

78.0%であり、加齢に伴う抗体陽性率の上昇

傾向が確認できた。 

2-4. マダニにおける SFTS侵淫状況 

宮崎県における林野部において植生マダニ

を旗ずり法により 204匹採取した。これらの

マダニを種及び発育ステージ毎に分類し、

SFTSV遺伝子の検出を PCRにより行った。 

捕獲されたマダニは、Haemaphysalis. Flava 
32匹、H. formosensis 91匹、Amblyomma 
testudinarium 15匹、H. longicornis 44
匹、H. hystrisis 22匹であった。全ての検

体が PCR陰性という結果になった。 

 

Ｄ．考察 

本分担課題事業において、宮崎県における

ワンヘルス連携の拡充とワンヘルス研究の推

進に取り組んだ。 

宮崎県では、2017年より、医学、獣医学、

行政繋ぐ「宮崎ワンヘルス研究会」が設立さ

れていた。今回の事業により、その連携間に

おける情報と検体の共有を可能とする研究倫

理申請、覚書による連携拡充に成功した。す

でに臨床検体の共有、情報の共有を進めてお

り、宮崎県におけるワンヘルス理念の実践を

可能とする連携体制基盤を確立した。 

SFTS疑い動物の検査結果から、宮崎県にお

いては、ヒトだけでなく動物における SFTS

発生が増加傾向にあることが確認できた。ま

た、ヒト及び動物における発生地域を比較す

ると、山間部と平野部の境界部における流行

地域が確認できた。 

  

Ｅ．結論 

SFTS は、マダニ媒介性人獣共通感染症であ

る。SFTS は我々の生活圏内により近い伴侶動

物にも感染し、さらには伴侶動物からヒトへ

の感染リスクがあることも明らかになってい

る。そのために、SFTS はワンヘルス連携に取

り組むモデル疾患として考えやすい。 

本分担課題の取り組みにより、SFTS 流行地
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宮崎におけるヒト及び動物におけるモニタリ

ング体制と情報共有体制が構築でき、東進す

るSFTSの情報発信に貢献することが期待でき

る。さらに、このワンヘルス連携を、SFTS の

みならず、新たな課題解決のための基盤とし

て活用できる体制づくりが重要であると考え

る。 

 

Ｆ．健康危機情報 

 

Ｇ．研究発表 

１．論文発表 

「伴侶動物の SFTSと One Health」岡林環

樹、臨床とウイルス、51,p173-178, 2023.  

 

２．学会発表 

2023年 9月「第 5回 SFTS研究会・学術集

会」開催 (SFTS研究会主催、大会長 岡林

環樹)  

 

2023年 11月「動物臨床医学会年次大会 」招

待講演「犬猫の SFTSに立ち向かうための最

新情報 ~ 2. 流行地宮崎における SFTS検査

体制 」宮崎の状況を報告 

 

３．講演会 

2023年 9月「宮崎県医師獣医師連携セミナ

ー」開催  (宮崎ワンヘルス研究会主催） 

SFTS、10年の小括、SFTSの自然宿主  

 

2023年 9月「富山県衛生研究所主催セミナ

ー」招待講演「富山県内初の感染事例から学

ぶ重症熱性血小板減症候群」宮崎の状況を報

告  

2023年 10月「新潟県獣医師会ワンヘルス県

民公開講座」招待講演「重症熱性血小板減少

症候群”対策に向けた宮崎ワンヘルスアプロ

ーチ 」宮崎の状況を報告  

 

2024年 3月「岐阜大学共同獣医学研究科市民

公開講座・ワンヘルスを考える」招待講演

「宮崎県における SFTS対策の取り組み」宮

崎の状況を報告 

 

Ｈ．知的財産権の出願・登録状況 

１．特許取得 

該当なし 

 

２．実用新案登録 

該当なし 

 

３．その他 

該当なし 
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図表 

 

表 1. 2023年度宮崎県の SFTS発症疑い伴侶動物における PCR検査 

 

対象 ネコ イヌ 合計 

検査依頼数 91 23 114 

PCR陽性数 25 2 27 

陽性率 27.5 8.7% 23.7% 
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図 1. 宮崎県におけるネコ、イヌにおける SFTS発生数（2022年度、2023年度）
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図 2. 宮崎県の動物病院来院動物における SFTSウイルスに対する抗体調査 
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図 3. 宮崎県の動物病院来院動物における SFTSウイルスに対する抗体調査結果とアンケート結

果 

  
 
  




